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【手続補正書】
【提出日】平成25年4月15日(2013.4.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示画像を構成する複数の画素の各々に対応した画像データに基づいて表示制御を行う
画像処理装置であって、
　前記複数の画素の各々の動作電流に基づいて、前記複数の画素の各々における前記画像
データを補正する画像データ補正部と、
　前記画像データ補正部により補正された前記画像データにおける階調数の補償を行う表
示制御部と、を含み、
　前記階調数の補償は、前記複数の画素の各々に表示する階調値を調整することで行われ
ることを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記複数の画素の各々における補正量は、前記動作電流の最小値と前記複数の画素の各
々の動作電流との差分により定義されることを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置
。
【請求項３】
　前記表示制御部は、
　第１のフレームの画像データとして第１の階調値に対応した前記画像データを生成し、
第２のフレームの画像データとして第２の階調値に対応した前記画像データを生成するこ
とを特徴とする請求項１又は２に記載の画像処理装置。
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【請求項４】
　前記階調値の調整は、前記第１のフレーム及び前記第２のフレームの各々のフレームレ
ートの設定を変えることで行うことを特徴とする請求項３に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　更に、前記フレームレートの設定を記載したフレームレートテーブルを記憶するフレー
ムレートテーブル記憶部を含み、
　前記階調値の調整は、前記フレームレートテーブルを基にして行われることを特徴とす
る請求項４に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記画像データ補正部は、前記表示画像が静止画であると判断したときに前記画像デー
タの補正を行うことを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれか１項に記載の画像処理装置とを含み、
　前記画像処理装置によって表示制御された前記画像データに基づいて前記表示画像を表
示することを特徴とする表示システム。
【請求項８】
　請求項１乃至６のいずれか記載の画像処理装置を含むことを特徴とする電子機器。
【請求項９】
　表示画像を構成する複数の画素の各々に対応した画像データに基づいて表示制御を行う
画像処理方法であって、
　前記複数の画素の各々の動作電流に基づいて、前記複数の画素の各々における前記画像
データを補正する画像データ補正ステップと、
　前記画像データ補正ステップにより補正された前記画像データにおける階調数の補償を
行う表示制御ステップと、を含み、
　前記階調数の補償は、前記複数の画素の各々に表示する階調値を調整することで行われ
ることを特徴とする画像処理方法。
【請求項１０】
　前記画像データ補正ステップにおいて、
　前記複数の画素の各々における補正量は、前記動作電流の最小値と前記複数の画素の各
々の動作電流との差分により定義されることを特徴とする請求項９に記載の画像処理方法
。
【請求項１１】
　前記表示制御ステップにおいて、
　第１のフレームの画像データとして第１の階調値に対応した前記画像データを生成し、
第２のフレームの画像データとして第２の階調値に対応した前記画像データを生成し、
　前記階調値の調整は、前記第１のフレーム及び前記第２のフレームの各々のフレームレ
ートの設定を変えることで行うことを特徴とする請求項１０に記載の画像処理方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明のひとつの適用例に係る画像処理装置は、表示画像を構成する複数の画素の各々
に対応した画像データに基づいて表示制御を行う画像処理装置であって、前記複数の画素
の各々の動作電流に基づいて、前記複数の画素の各々における前記画像データを補正する
画像データ補正部と、前記画像データ補正部により補正された前記画像データにおける階
調数の補償を行う表示制御部と、を含み、前記階調数の補償は、前記複数の画素の各々に
表示する階調値を調整することで行われることを特徴とする。
　上記のひとつの適用例に係る画像処理装置において、前記複数の画素の各々における補
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正量は、前記動作電流の最小値と前記複数の画素の各々の動作電流との差分により定義さ
れることが好ましい。
　上記のひとつの適用例に係る画像処理装置において、前記表示制御部は、第１のフレー
ムの画像データとして第１の階調値に対応した前記画像データを生成し、第２のフレーム
の画像データとして第２の階調値に対応した前記画像データを生成することが好ましい。
　上記のひとつの適用例に係る画像処理装置において、前記階調値の調整は、前記第１の
フレーム及び前記第２のフレームの各々のフレームレートの設定を変えることで行うこと
が好ましい。
　上記のひとつの適用例に係る画像処理装置において、更に、前記フレームレートの設定
を記載したフレームレートテーブルを記憶するフレームレートテーブル記憶部を含み、前
記階調値の調整は、前記フレームレートテーブルを基にして行われることが好ましい。
　上記のひとつの適用例に係る画像処理装置において、前記画像データ補正部は、前記表
示画像が静止画であると判断したときに前記画像データの補正を行うことが好ましい。
　本発明のひとつの適用例に係る表示システムは、上記のひとつの適用例に係る画像処理
装置とを含み、前記画像処理装置によって表示制御された前記画像データに基づいて前記
表示画像を表示することが好ましい。
　本発明のひとつの適用例に係る電子機器は、上記のひとつの適用例に係る画像処理装置
を含むことが好ましい。
　本発明のひとつの適用例に係る画像処理方法は、表示画像を構成する複数の画素の各々
に対応した画像データに基づいて表示制御を行う画像処理方法であって、前記複数の画素
の各々の動作電流に基づいて、前記複数の画素の各々における前記画像データを補正する
画像データ補正ステップと、前記画像データ補正ステップにより補正された前記画像デー
タにおける階調数の補償を行う表示制御ステップと、を含み、前記階調数の補償は、前記
複数の画素の各々に表示する階調値を調整することで行われることを特徴とする。
　上記のひとつの適用例に係る画像処理方法において、前記画像データ補正ステップにお
いて、前記複数の画素の各々における補正量は、前記動作電流の最小値と前記複数の画素
の各々の動作電流との差分により定義されることが好ましい。
　上記のひとつの適用例に係る画像処理方法において、前記表示制御ステップにおいて、
第１のフレームの画像データとして第１の階調値に対応した前記画像データを生成し、第
２のフレームの画像データとして第２の階調値に対応した前記画像データを生成し、前記
階調値の調整は、前記第１のフレーム及び前記第２のフレームの各々のフレームレートの
設定を変えることで行うことが好ましい。
　（１）本発明の一態様は、表示画像を構成する各画素に対応した画像データに基づいて
表示制御を行う画像処理装置が、各画素の動作電流に対応した情報に基づいて、各画素の
画像データを補正する画像データ補正部と、各画素の点灯時間を調整することにより、前
記画像データ補正部による補正により消失した階調数を補償する表示制御部とを含む。


	header
	written-amendment

